


















































ら出た『大魯迅全集』第五巻の口絵に「魯迅の筆跡（林芙美子所蔵） 」として紹介されて以来、その筆跡の所 が那辺にあ のか定かではないと、中国では案じられていたからである。
（２）
発表の内容はこれ以外に、林芙美子が所蔵していた周作人親筆





























































































角川文庫版の「かねて知りあっていた魯迅」が、 「支那の有名な魯迅」になり、 二枚の短冊」が、 「二枚たんざく」になっただけで内容は変わらないが、表現としてはむしろ改悪の感がある。いずれにせよ、 「二枚の短冊」とは何を根拠にそう記したのか。
板垣直子はこの書の巻頭の「はしがき」で、 「もし世の人々が
林芙美子の参考資料のなかに私 文献も求めるならば、私の旧著でなく、本書を用いてほしい」と訴え、 「芙美子のかいたものなかから、真実と真実でないものを識別するのは、馴れ 者に



































































































































































































































































がら」と書いていることからすると 魯迅から贈 れた色紙はこの時すでに軸とし 表装されていたと考えられる。
林芙美子の『 日記』芙美子は作品としての日記を多く残している。前掲の『文學

























































































一、本間久雄、義山詩、魯迅、一九二八年春。二、林芙美子、李義山詩、魯迅、一九三〇年九月十九日。三、長尾景和、義山詩 周豫才 一九三 年 月十五日。四、中村亨（児島亨） 、無題、魯迅、一九三四年
（
） 『文藝』五月号に掲載された「二十五絃詩」 （銭起「歸雁」10




























On a Calligraphy of Lu Xun in the possession of
Fumiko Hayashi :
Accepted Notions and the New Point of View
KUBO Takuya
Lu Xun and Fumiko Hayashi met twice in Shang Hai in a
introduction of Kanzo Uchiyama. At that time Lu Xun gave her a
calligraphy of “Gui Yan Shi” by Qian Qi. Mr. Zhou Guo Wei worried
about whereabout of Lu Xun’s calligraphy and called attention to
the researcher in Japan (《Lu Xun yu Riben Pengyou》published in
2006 by Shang Hai Shu Dian Chu ban she).
I want to report first that it was treasured by Fumiko and it is in
the possession of Shinjuku Historical Museum now.
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